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グランドフィードスルーはこんな製品です

グランドフィードスルーの仕組み

グランドフィードスルーは、製品本体内部（「シーラント」と呼ばれ
るソフトパッキンと金属部品）に電線等の貫通物（プローブ）を通し、
キャップを締め付けることで気密性を確保します。
これを真空 / 圧力容器に取り付けることで、各種プローブを容器内
へ導入することができます。本製品は下記のような産業や装置で採
用されています。
●プロセスプラント   ●医薬品・製剤製造

●発電所     ●ガラス製造

●真空装置    ●半導体製造

●石油化学    ●エネルギー供給システム　等

グランドフィードスルーの特長

プローブとシーラントの組み合わせにより、お客様のアプリケーショ
ンに最適な製品を容易に組み立てられることが、本製品の大きな特
徴です。

●銅線・熱電対線・シース線・電極など様々なプローブを貫通させることがで
きます。またそれらを組み合わせるなどの応用も可能です。（使用可能電線は
P5 参照）
●現場で容器側と大気側のプローブの長さを調節しながら組み立てること
　ができます。また、組立の時間がない、組立が大変、などの場合は、弊社
　にて組立を承ることも可能です ( 使用電線は弊社取り扱いのものに限る )。
●キャップとボディは、内部の部品やプローブを入れ替えることで再利用
　できます。
　・シーラントやプローブが劣化した時
　・今までとは違う用途で利用したい時  etc...　
　内部の部品のみの販売もしております。( グラファイト交換の場合は、
　フォロア・シーラント・シートのセットで交換して下さい )
●内部の部品を交換することでプローブ径やプローブ数の変更も可能です。

（MF/WF シリーズのみ）
●ボディサイズと穴数・プローブ径・ハウジングに幅広いバリエーションがあ
り、標準リストにはないカスタマイズも可能です。

ボディ

キャップ

シートフォロア シーラント

グランドフィードスルーの内部構造

グランドフィードスルー＋
シース熱電対の組み合わせ例



－ 3－
http://www.tecsam.co.jp

グランドフィードスルーを使用する前に (1)

１．フィードスルー取付部の温度・圧力・雰囲気を確認しましょう
グランドフィードスルーがお客様の装置に使用できるかどうかを判断するために、最初に

フィードスルー取付部の温度・容器内の圧力（減圧・加圧）・雰囲気（ガス・気体）・使用する線（プローブ）を確認します。
どの場合も、上限（下限）に近い条件になる場合は、事前のテストを推奨します。

■フィードスルー取付部の温度
目安として -200℃ ( グラファイト、テフロンシーラントの場合 ) ～ 800℃ ( ラバシーラントの場合 ) がグランドフィードスルーの適応温度になります。
グランドフィードスルーのボディ・シートの材質は SUS316L、フォロア・キャップは SUS303 または SUS304 になります。

使用可

使用不可
↓①

②

③

④

グランドフィードスルー　各シーラントの特徴

http://www.tecsam.co.jp     TEL:072-973-4020     FAX:072-973-4032

PTFE （テフロン）。 耐薬品、 耐熱、 耐絶縁性が良い。

低摩擦係数、 耐湿潤性 あ り 。

フッ素エラストマー、耐薬品、耐油、耐溶剤、低浸透性。

又、 高温でも強固。

天然ケイ酸マグネシウム （石鹸石、 凍石岩又は滑石）。

圧縮により、 パウダー状になります。 質量の軽いガスや、

湿気を透過しやすく、 吸湿性があります。 真空シールに適し

ません。 シーラントとして再使用できません。

クロロプレンゴムをベースとした合成ゴムです。弾性に優れ、

通常のゴムに比べ、 耐熱、 耐候、 耐オゾン、 耐油性が
良い。

グラファイト 98％、 ガス及び液体のシールに。

溶融金属、 溶融塩も使用可。 アスベストは使用していません。

熱衝撃に強い。 シーラントとして再使用できません。

       -200℃～ +550℃

（還元性雰囲気で～ +870℃）

     -40℃～ +225℃

（断続使用で～ +285℃）

-200℃～ +250℃

-200℃～ +870℃

-40℃～ +90℃

グラファイト　/ 黒

ネオプレン　　/ 緑

ラバ　　/ 灰

テフロン　　/ 白

バイトン　　/ 茶
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１．フィードスルー取付部の温度・圧力・雰囲気を確認しましょう（続き）
■気密容器内の圧力

グランドフィードスルーは中高真空～一定の加圧環境で使用可能な製品です。
耐圧については、弊社 Web サイト・カタログに記載の耐圧表がある程度の目安となりますが、実際の耐圧は、「取付部の温度」「貫通する線（プローブ）の種類」
「貫通本数」「締め付けトルク値」等の要素が複雑に絡むため、耐圧表の耐圧をそのまま保証するものではありません。
特に高めの圧力で使用する場合は、事前にご相談下さい。

■気密容器内の雰囲気（気体）
質量の軽いガスを使用する場合などは一部使用できないシーラントがあります。
前述のシーラント特徴一覧表でご確認下さい。
その他特殊なガス等はグランドフィードスルーの使用自体が適さない場合も
ありますので、事前にご相談ください。

グランドフィードスルーを使用する前に (2)

容器内の雰囲気

（大気、水蒸気、ガス、etc...）

容器内の圧力

（減圧？加圧？どの程度 ?）

取り付け部の温度
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２．貫通させる線（プローブ）の種類を確認しましょう
グランドフィードスルーに適しているプローブと適していないプローブがあります。

下記を参考に、使用するプローブの種類を確認して下さい。

■グランドフィードスルーに適しているプローブ
プローブ断面に気密性のある単芯線が、グランドフィードスルーに
適しています。
具体的には「単芯線（裸線・被覆線）」「シース熱電対」「電極」
等です。

■グランドフィードスルーに適していないプローブ
プローブ断面が気密性のない線は、プローブの隙間から漏れが発生するため

グランドフィードスルーには適していません。

具体的には「撚り線」「同軸線」「デュプレックスタイプ電線」等です。

使用可

使用不可
↓①

②

③

④

A. テフロン被覆銅線

（単芯線）
B. カプトン被覆銅線

（単芯線）

C. デュプレックスタイプ

電線

D. 撚り線

E. 同軸線

〇〇
×××

グランドフィードスルーを使用する前に (3)
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使用可

使用不可
↓①

②

③

④

グランドフィードスルーセレクトガイド (1)

グランドフィードスルーを選びましょう
気密装置の「温度」「圧力」「雰囲気」「使用するプローブ」がグランドフィードスルーの使用に適することが分かれば、

いよいよグランドフィードスルーの種類を選んでいきます。
グランドフィードスルーには、使用するプローブの種類と用途に応じて、たくさんの組み合わせがあります。
まずは、次ページで使用するシリーズを決定してから、貫通本数・シーラントの材質等を決めていきます。

各シリーズの仕様の詳細は、弊社カタログまたはWebサイトからご確認下さい。

PF シリーズ（単数線貫通用） MFシリーズ（複数線貫通用） WFシリーズ（インシュレーター付き）

EFシリーズ（電極タイプ /DC2KV） HFシリーズ（多数プローブ）EFTシリーズ（電極タイプ /DC8KV）
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シース熱電対・

ステンレスチューブ
高電圧・高電流用の電極

たくさんの

銅線/熱電対線

絶縁は

必要ですか？

裸線（被覆のない電線）・

テフロン被覆電線・熱電対線

WFシリーズ
セラミックインシュレーターが内部に組み込まれていて、

金属部品と電線を確実に絶縁します。

弊社では締め付け時の被覆損傷のリスクを考慮し、

テフロン被覆線も基本的にWFシリーズをお勧めしていますが、

※貫通本数が多い・過去に使用実績がある場合などは、
MFを使用して頂いて構いません。(裸線はWFを使用して下さい)

通す電線の数は

1本ですか？

PFシリーズ・PSFシリーズ
1本貫通用のフィードスルーです。

プローブ先端が貫通穴より大きい場合は

PSFシリーズを使用します。

MFシリーズ・MSFシリーズ
複数本貫通用のフィードスルーです。

インシュレーターがない分、WFより多くの

電線を通すことができます。

プローブ先端が貫通穴より大きい場合は

MSFシリーズを使用します。

EF・EFTシリーズ
銅またはステンレスロッドが貫通しています。

ロッドは、電流値によって選択してください。

EF:定格電圧～DC2KV

EFT：定格電圧DC8KV

HFシリーズ
銅線・熱電対線が予めチューブで

シールされていて、組み立ての手間

が省けます。

PFやMFシリーズと組み合わせて

使用します。

Yes

No

Yes

No

撚り線・同軸線など、プロー

ブ断面の気密がとれていない

もの

このような線はグランドフィー

ドスルーに適していません。

TECSAMにご相談下さい。

グランドフィードスルーセレクトガイド （2）

STEP1.　貫通させたいプローブの種類と本数から、グランドフィードスルーの種類を決定します
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グランドフィードスルーセレクトガイド （3）

STEP2．プローブ径、穴数からボディサイズを決定します
使用するプローブの外径と貫通本数からボディサイズを決定します。ボディサイズとプローブ径、貫通本数の組み合わせについては、弊社カタログか
Web サイトに掲載の耐圧表からご確認下さい。
耐圧表にご希望のプローブ外径や穴数がない場合、カスタマイズも可能です。ぜひご相談ください。
ボディサイズは 1/16"（PF シリーズのみ）、1/8"、1/4"、1/2"、3/4" が揃っています。また特注で 1" も一部可能です。ボディの寸法については、弊社カタ
ログまたは Web サイトをご確認下さい。

STEP3．シーラント（ソフトパッキン）の種類を決定します
シーラントの種類は 5 種類あります（テフロン・バイトン・ネオプレン・ラバ・グラファイト　※一部の型番はなし）。    
耐熱温度・容器内の雰囲気・使用可能圧力等においてそれぞれに特性があるため、使用条件にあったシーラントを選択する必要がありますが、選定に迷
われたら、弊社までご相談ください。 
各シーラントの特徴については、 P.3 をご確認下さい。

STEP4．ハウジング（取付部）の形状を決定します
メーカーでは、標準で PT（R）ネジ・NPT ネジ・溶接タイプを用意しています。
その他、PF(G) ネジ・フランジ溶接タイプ（ICF/NW）等や、お客様仕様の特注ハウジングも承っております。
また、キャップ側にオネジを付けるオプションもあります（特に指定がない場合、ボディ側と同じネジサイズに
なります）。ご希望の場合はお問い合わせ下さい。

< 右：参考写真 >
（向かって右上から時計回りに）PT(R) ネジ、NPT ネジ、溶接タイプ、NW25 フランジ溶接タイプ
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グランドフィードスルーセレクトガイド （4）

STEP5．型番を決定します
STEP1 ～ 4 までの選定が完了すると、型番が決定します。各シリーズの型番構成の詳細については、カタログまたはWebサイトをご覧ください。

例）WFシリーズ・1/2" ボディ PT ネジハウジング・プローブ外径 1.0mm・8本貫通用 ( 穴数 )・テフロンシーラント　の場合

　　→WF - 1/2"PT - 1.0 - 8 - T

STEP6．（オプション）組立まで依頼する場合
テクサムでは、グランドフィードスルー単品の販売はもちろん、プローブの組立まで行った状態での販売もしております。

この場合、使用する電線は弊社で取扱いをしているものから選択して頂くことになります。

＜グランドフィードスルー　標準使用電線について＞

https://www.tecsam.co.jp/products/tec_info/pdf/11-4.pdf

貫通本数が多い場合や組み立ての環境がない場合などは、本オプションをご検討ください。ヒアリングの上、別途お見積もりさせて頂きます。

※組み立てについては、弊社にて組み立てを行う場合とメーカーに組み立てを依頼する場合がございます。

どちらで行うかは、数量や貫通本数・プローブの長さ等により弊社にて判断の上、ご連絡させて頂きます。
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グランドフィードスルーの組み立て方

グランドフィードスルーに電線をセットしましょう
グランドフィードスルーが届いたら、下記を参考にしながら電線をセッティングし、容器に取り付けます。

■電線のセッティング方法について
下記リンクの資料「グランドフィードスルーについて」の右側「電線セッティングについて」を参照しながら組み立てて下さい。

https://www.tecsam.co.jp/products/tec_info/pdf/11-1.pdf

■キャップ締付時のトルク値について
グランドフィードスルーをご購入の際は、納品時にグランドフィードスルー取扱説明書を同梱しています。本説明書には締付トルクの参考値が記載され
ています。ただし、これは金属プローブやチューブを締め付ける際で、尚かつ最大圧力シールを行う場合の参考値です。
電線・ガラスチューブ等については参考値から調整して締付を行ってください。 また、外径 1.0㎜以下の電線を使用する場合で、かつ圧力が 10MPa 以
下の場合、参考値の 50% 程度から調整して下さい。
上記のことから、締付の際はトルク値の設定ができるタイプのレンチをご使用いただくことをお勧めします。
＜参考＞グランドフィードスルー取扱説明書

https://www.tecsam.co.jp/products/tec_info/pdf/11-2.pdf

■容器への取り付けについて
取り付け部の形状がメネジの場合は、グランドフィードスルーのオネジにシールテープを巻いてから容器に取り付けて下さい。溶接取り付けの場合は、
本体から内部部品（シーラント・フォロア・シート）を取り外し、先にボディのみ溶接取り付けを行います。十分に冷却後、電線をセッティングしてく
ださい。
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グランドフィードスルー関連製品

グランドフィードスルー本体の他、各種関連部品も取り扱っております。

■グランドフィードスルー関連部品
下記の関連部品を単品でも販売しております。内部部品の交換が必要な際等、お求めください。
* シーラント単品（MF/WF シリーズのグラファイト除く）
* フォロア・シーラント・シート (PF シリーズはなし ) セット品
* ロッド単品（EF シリーズ）、セラミックインシュレータ（EF シリーズ）
* グランドフィードスルー用各種電線

■熱電対関連部品
また、グランドフィードスルーと組み合わせて使うことが多い、熱電対コネクタや各種圧着端子等も販売しております。
必要な場合は、併せてご検討ください。

* 各種熱電対用コネクタ
* 熱電対各種圧着端子、ターミナルラグ
* ターミナルブロック
* 熱電対用端子台
* シース熱電対線　など…

WFシリーズの内部部品セット

( フォロア、インシュレーター、シーラント、シート )
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グランドフィードスルー情報 ・ お問い合わせ先

■グランドフィードスルー　Webカタログ
https://www.tecsam.co.jp/download/japanese/pdf/feedthrough/h17.pdf

■グランドフィードスルー　製品ページ
https://www.tecsam.co.jp/products/db/search.cgi?cmd=s&sc=21

■グランドフィードスルー　技術資料（ページ下部　「グランドフィードスルー（11）」の項）
https://www.tecsam.co.jp/products/tec_info/

■グランドフィードスルーについてのお問い合わせはこちらからお願い致します。
電話：　072-973-4020

メール：tecsam@tecsam.co.jp

お問い合わせフォーム：https://www.tecsam.co.jp/inquiry/


